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（ 続紙 １ ）                             

































出 Ca2+との反応による非 Langmuir型吸着の比率はおおよそ 25：75であると見積もっ
ている。 
 
第 4章は Ca-Fe系 LDHにおける結晶学的観点からの検討であり、Mg-Al系など一般




定し、これらが Ca と LDH 構造形成の強い相関の理由と指摘している。TEM による
LDH層状構造の直接観測も、これらの結果を支持した。 
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